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【概 要】

20 世紀以降、地球規模での気候変化と人間活動（特に漁業）によって，海洋生態系の

生産力構造や生物多様性を含めた構造と機能が劇的に変化してきました。鯨類，海獣類，

大型魚類などの長命な高次生物の激減，マイワシ，ニシンなどの爆発的盛衰，短命な小

型魚類・イカ類の増加があり，生態系の多様性の減少と単純化，温暖化に伴う寒冷生態

系の縮小などが懸念されています。そこで，本研究では，日本周辺の黒潮・親潮・対馬

海流の各生態系を対象として （1）気候の変化によって、変化した海洋の環境や生産力，
が、どのように影響しあってきたのかを評価し （2）将来の気候変化と人間活動に応答、

する生態系変化を予測して，日本周辺の海洋生態系をどのように守り、そして生物資源

をどう利用していくべきなのかを、過去の資料解析と各種魚類の産卵生息環境の調査を

行い、それに基づいたモデルを構築することによって研究します。特に３次元物理モデ

ルと低次生態系モデルの結合に加えて浮魚資源モデル，魚種交替や資源利用モデルなど

を結合したモデルを開発することに大きな特徴があり、海洋中の物理的・化学的・生物

的見地を総合して研究します。これまで、水産資源の管理は，種個体群での資源管理が主

流でしたが，生態系全体の多様性と保全を考慮した「複数種の資源管理」や 「生態系に基，
づく資源管理」へと世界的に移行しつつあります。日本においても，200 海里内の水産資

源管理への適用が検討されていますが，具体的な行動計画は本研究が初めてです。

【期待される成果】

これまでの単一種資源管理では解決できなかった「水産資源の責任ある持続的有効利用
」 。 ， ，の方策 を提言できます 例えば 各生態系の生産力構造に基づく環境収容力と種多様性

各種生物資源変動の歴史的変遷を正当に評価し，気候変化に伴う海洋環境と生産力の歴史

的変化が生態系構造と機能，特に低次栄養段階生物の生産，種多様性，卓越種交替にどの

ような影響を与えてきたか（ ） 高次生物と漁業活動が各生態系ボトムアップコントロール

の構造と機能にどのように影響してきたか（ 、について、モデトップダウンコントロール）

ルを策定することによって，将来の海洋生態系の多様性保全や資源管理のマリンポリシー

（海洋政策）に貢献できます。
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